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貝類（陸産） ＜柄眼目 ナンバンマイマイ科＞ 愛知県：絶滅危惧ⅠＡ類 （国：絶滅危惧Ⅰ類） 
GASTROPODA(Land) ＜STYLOMMATOPHORA  CAMAENIDAE ＞ AICHI：CR （JAPAN：CR+EN） 

オモイガケナマイマイ Aegista inexpectata Kuroda et Minato 

 
【選定理由】 

 豊橋市の石巻山山頂付近石灰岩地の固有種であり、生息密度が低く、分布域
も極度に狭い稀少種である。近年の異常気象に起因する夏季の高温により石灰
岩地の乾燥化が進行しており、また、豪雨などによるリター層や土壌の流出な
ども陸産貝類全般の生息に大きな影響を及ぼし、本種も減少傾向にある。生息
地が石巻山山頂部の局所分布であることからも、絶滅の危険性のきわめて高い
種と考えられる。世界的に見ても石巻山山頂部石灰岩地の固有種としてきわめ
て重要である。 

【形 態】 
 殻長 3.4～4.3 mm、殻径 11.1～12.0 mm 程度のごく低い円盤形の小形種で
ある。殻は薄く、殻表は茶褐色のきわめて薄い殻皮で覆われ、鈍い光沢を有す
る。螺塔部は、ほぼ偏平である。殻皮には、同属他種の多くに見られる様な鱗
片状の突出を生じない。成貝の殻口唇縁は、僅かに反曲する。周縁は鋭く角張
り、竜骨状（キール）となる。臍孔は殻径の 1/3 程度の幅で、浅いが広く明瞭
に開く。軟体は淡黒褐色である。 

【分布の概要】 
【県内の分布】 
 石巻山山頂部のみの分布。タイプ産地は石巻山石灰岩地帯が指定されている
（黒田・湊, 1977）。 
【世界および国内の分布】 
 日本（石巻山）固有種。原記載では、愛知県豊橋市石巻山以外には、静岡県
（天竜市二俣）、東京都（奥多摩日原鍾乳洞付近）、埼玉県（横瀬村武甲山山 
麓）、群馬県（中里村叶山）にも分布する（黒田・湊, 1977）とされていたが、おそらく、いずれも本種とは別種になると考
えられる。 

【生息地の環境／生態的特性】 
 石巻山山頂部の石灰岩地に生息する。石灰岩露頭の岩の割れ目の隙間に生息する。降雨後の活動時の個体以外は、生貝の発
見が困難である。食性については植物食で、分解の進んだ落葉堆積物などを食べて生活していると推測される。 

【現在の生息状況／減少の要因】 
 徐々に生貝の確認個体数が減少しており、減少傾向が考えられる。近年の異常気象に起因する夏季の高温や豪雨などによる
リター層や土壌の流出なども本種の生息に大きな影響を及ぼしていると考えられる。石巻山は、本種のほかにも数種の陸産貝
類の固有種が存在するため、貝類コレクターの採集圧も無視できないと考えられる。生息場所はきわめて狭く局所的であり、
環境が悪化すれば直ちに本種の消滅につながる。 

【保全上の留意点】 
 生息地の石巻山は、石巻山多米県立自然公園に位置しているほか、山頂付近の「石巻山石灰岩地植物群落」は国の天然記念
物に指定されており、生息地の環境は保護されている。 
 本種の生息が確認される石巻山の自然環境を良好な状態で維持することが重要である。貝類コレクターなどによる無許可で
の本種生貝の乱獲にも注意が必要である。 

【特記事項】 
 Hirano et al.（2014）による分子系統解析の結果では、東京都奥多摩日原の個体は、石巻山の個体とは明らかに異なる種
であり、トウキョウコオオベソに近縁であった。愛知県産の本種は、中部や近畿などのコオオベソマイマイに近縁な種であっ
た。これらの結果から考えて、埼玉県や群馬県の本種とされていた個体群は、おそらく、トウキョウコオオベソなどに近縁な
別種と考えるのが妥当であろう。湊（2014）は、静岡県の個体群のほか、これら関東地方の種も本種として国レベルでのラ
ンク付けをしているので、関東の各地域個体群を別種に分けて扱うことが望まれる。 
静岡県については、浜松市北区引佐町などに本種の分布が知られているが（増田・波部, 1989；加藤, 2019）、Hirano et al.
（2014）は同地のカドコオオベソマイマイとする個体が静岡県中～東部などのカドコオオベソマイマイなどと同一クレード
に位置する結果を示している。また、早瀬・他（2016b）による引佐町産オモイガケナマイマイとされていると考えられる個
体の検討においては、オモイガケナマイマイとは別種に位置付けるのが妥当との検証結果が示されている。したがって、静岡
県レッドデータブック 2019 では、静岡県浜松市北区産の類似種を本種としてランク付けしているが（加藤, 2019）、静岡県産
の個体群は別種に位置付けて対応する必要があると考えられる。 
 本種を含め、かつてオナジマイマイ科とされていたグループは、近年では、いずれもナンバンマイマイ科の所属と考えられ
る様になった（早瀬・他, 2016a の説明（p.38）を参照）。 
  以前は、周縁角の角張る同様の特徴の同属種が、ケマイマイ亜属（Plectotropis）に位置付けられていたが、DNA 解析の
結果いわゆる他人の空似であり、この亜属の単系統性が認められなかった（Hirano et al., 2014）。オオベソマイマイ属
（Aegista）には、これまで提唱された他の亜属も全て分類群として成立しないことが明らかになったため、近年の分類では
本属に亜属表記がされていない。 

また、本種は県条例に基づく指定希少野生動植物種及び種の保存法における国内希少野生動植物種に指定されている。 
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